
新潟大学 倫理審査委員会 オプトアウト書式 

①研究課題名 ICU/救命センターにおける早期経腸栄養プロトコール導入による臨床ア

ウトカムの検討 

②対象者及び対象期間、過去の研究課題名と研究責任者 

2022 年 10 月から 2023 年 7 月までに新潟大学医歯学総合病院の ICU、救命センターで入院患

者さんのうち、以下の基準を満たす方 

１）主治医が救急科の医師  

２）ICU または救命センターの看護体制 2 対１の重症病床(ICU または救命 ICU)に２日以上入院 

③概要 

当院の ICU、救命センターでは 2023 年 2 月より入室患者さんに早期経腸プロトコール（標準化

された栄養管理法手順）を用いた栄養管理を実施しています。このプロトコールを導入したことに

より、患者さんの栄養管理方法に影響があったのか検討するために本研究を計画しました。 

④申請番号      2025-0158 

⑤研究の目的・意義 早期経腸栄養プロトコール実施前後の栄養管理方法の違いを明らかにす

ることで、入室した患者の適正な栄養管理方法を検討することを目的と

します。 

⑥研究期間 倫理審査委員会承認日から 2027 年 3 月 31 日まで 

⑦情報の利用目的及び

利用方法（他の機関へ

提供される場合はその

方法を含む。） 

対象となる患者さんの電子カルテに保存されている年齢、性別、病名、

身長・体重、栄養管理情報（栄養管理開始時間、栄養量）を利用させて

いただきます。使用するデータは個人が特定されないように匿名化を行

い、東海学園大学にて統計解析作業を行います。研究の成果は、学会や

専門誌などの発表に使用される場合がありますが、名前など個人が特定

できるような情報が公表されることはありません。 

⑧利用または提供する

情報の項目 

患者さんの年齢、性別、病名、身長・体重、栄養管理情報（栄養管理開

始時間、栄養量）を確認します。 

⑨利用する者の範囲 新潟大学および以下の共同研究機関等で利用いたします。 

新潟大学医歯学総合病院 高次救命災害治療センター 番場 祐基 

共同研究機関：東海学園大学健康栄養学部健康栄養学科 武田 安永 

○10 試料・情報の管理に

ついて責任を有する者 

新潟大学医歯学総合病院 高次救命災害治療センター 番場 祐基 

共同研究機関：東海学園大学健康栄養学部健康栄養学科 武田 安永 

○11 お問い合わせ先 本研究に対する同意の拒否や研究に関するご質問等ございましたら下記

にご連絡をお願いします。 

所属：新潟大学医歯学総合病院 高次救命災害治療センター 

氏名：番場祐基 

Tel：025-368-9325 



E-mail：ybamba @med.niigata-u.ac.jp。 

 


